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保証範囲は本体のみとし、活性炭カートリッジとミニカートリッジ

は含みません。

フルメンテナンス

         送付先 〒274-0071 千葉県船橋市習志野 4 - 1 5 - 8

TEL.047-468-7251  FAX.047-468-7253

トリニティーセラミック
活水器

取付問い合わせ先



、ポリプロピレン

ベース幅１１０ｍｍ×３２８ｍｍ

４.６

１３,０００

１日約３０使用時

2.8 3.8

　１．出水管の出口に水栓部品等を取り付けると本体に負担がかかりますので、絶対に使用しない

　　　で下さい。

　２．０.35MPa以上の水圧での使用は絶対に避けて下さい。

　３．凍りつく恐れがある場所ではご使用できません。

　４．井戸水等に使用される場合は、必ずご相談下さい。

　５．製氷器及び流し台の下に直付けは絶対にしないで下さい。

　６．４０度以上の温水を通さないようにして下さい。

　７．朝、最初にご使用される時は、必ず２０秒間ほど通水してからご使用下さい。また４８時間

　　　以上ご使用にならなかった場合は、ご使用前に必ず５分以上は通水するようにして下さい。

　８．長時間使用しない場合には、ステンレス胴体を抜いて水抜きを必ず行って下さい。

　　　※[活性炭カートリッジの交換方法]の（１）（２）を参照。

　９．断水があった場合や、近くで水道工事があった場合、鉄クズや赤水が活水器の中に入ること

　　　があるので、切替コックを「原水」の状態でしばらく流してからご使用下さい。

１０．吐出量が急に少なくなったり水切れが悪い場合は、カートリッジ内に空気が入っている可能

　　　性がありますので、エア抜きを行って下さい。

　　　※[各部の名称と取付方法]の（４）を参照。　

１１．長時間の汲み置きはしないで下さい。

１２．カートリッジの抜き差しは、雑菌付着防止や水漏れ防止のため、１度通水したら交換時まで

　　　行わないで下さい。

１３．浄水された水に異常が（味･におい等）ありましたら、交換時期を確認して下さい。

１４．切替コックの安全弁から水が出る場合は、水道水圧が通常より高い状態のため、必ず警告弁

　　　から水が出なくなるまで蛇口を絞って下さい。

１５．本体は、絶対にシンナーやベンジンなどで拭かないで下さい。

１６．内部を開けて分解等しないで下さい。水漏れ等の故障の原因となります。

１７．キッチンまわりは雑菌が繁殖しやすいので、出水管を取り外し、定期的にハブラシを使う等

　　　して常に清潔に保って下さい。尚、洗剤などは絶対に使用しないで下さい。

１８．ネジの締めすぎは、架台が破損する恐れがありますのでご注意下さい。

１９．通水量の目安は、約１３,０００Lです。（ 一般家庭の場合、キッチンでの水の使用量は１日

　　　約３0Lです。）

　※　３年に一度フルメンテナンスを推奨します。

　　　（セラミックの洗浄・活性炭カートリッジ及びミニカートリッジの交換）

1８K1112 K1112

水清水（みずきよめ）

ミニカートリッジの交換方法

セット部品

切替コックの取付方法

各部の名称と取付方法

活性炭カートリッジの交換方法

ご使用上の注意・仕様

１２

１３

１８

型 式

活性炭カートリッジ交換時期
活性炭カートリッジ使用限界約１年



出水口出水口

ステンレス胴体と固定リング
をセットして下さい。

（９）固定リングを締めて下さい。（８）

固定リング

締め付け工具

はじめに手で固定リングを締めて
下さい。

１．

２．その後、締め付け工具で固定リン
グを締めて下さい。

締め付け工具

給水口

水漏れしないように固定リングを締め
てください。

このたびは、水清水(みずきよめ) をお買いあげいただき、ありが

とうございます。いつまでも安全に、快適にご使用いただくため

にこの取扱説明書を最後までお読みください。

1７

＊カートリッジ交換時に
　使用しますので、大切
　に保管して下さい。

締め付け工具は
作業の完了後、
大切に保管して
下さい。

給水口

K1112 K1112

両ナットエルボ

ミニフィルタ

固定リング

保護筒

１１ （ ５包 ）

ゴムパッキンのズレ

や、ステンレス胴体

の中央凹が中心から

ズレてしまうと固定

リングが最後まで締

められず水漏れが起

きます。

保護筒

セラミック

ゴムパッキン



●先端が10mm未満
　直径が13～24mm
　　　　以内でない

13mm未満､24mm超

10mm未満

●特殊な蛇口

角形 だ円形

1６

形

K1112 K1112

取付不可能な蛇口

※ 水清水(みずきよめ)販売代理店にご相談ください。

ゴムパッキン

セラミックを差し込み、ゴム
パッキンをセットして下さい。

（６）

新しい交換用
活性炭カートリッジ

セラミック

ゴムパッキン

セラミックはゆっく
りと差し込んで下さ
い。

保護筒をベース（架台）に
差し込んで下さい。

（７）

ゴムパッキン

保護筒

ゴムパッキンがセラミックに

接触していることを確認して

下さい。

(別売品)

衝撃をあたえると壊

れる恐れがあります。

※

出水口出水口

こちらを上にして
セットして下さい。



出水口

１5

このとき、キャップを先に蛇口に通します。

切替コック本体

切替コック本体を水平にして
キャップを回しながら、手で
締め付けて下さい。

K1112 K1112

ゴムパッキン

ゴムパッキンを外し、セラミ
ックを抜き取ります。

（５）（４）

活性炭カートリッジ

セラミック

ゴムパッキン

ゴムパッキンが
無い場合、ステ
ンレス胴体の内
側に付いていま
すので、外して
下さい。

セラミックはゆっく
りと抜き取ってくだ
さい。

出水口

活性炭カートリッジ

ゴムパッキン

ゴムパッキンが
セラミックに付
いているときは
外して、ベース
(架台)の中央に
乗せて下さい。

使用済の活性炭カートリッジ
を抜き取り、新しい交換用の
カートリッジをベース(架台)
の中央に差し込みます。

新しい交換用の活性炭カートリッジを準備して下さい。

※ 衝撃をあたえると壊

れる恐れがあります。



出水口

５ K1112 K1112 １４

切替コック本体

切替コック本体を水平にして
キャップを回しながら、手
で締め付けて下さい。

固定リング

保護筒を抜き取ります。

保護筒

保護筒

セラミック

ステンレス胴体を抜き取
ります

出水口



切替コック本体

切替コック本体を水平にして
キャップを回しながら、手
で締め付けて下さい。

K1112 K1112１３

締め付け工具を固定リング
の溝に合わせて差し込み、
回しながら固定リングを外
します。

固定リングをゆるめると本体内
の水がでますので作業は流し台
で行ってください。

固定リング
締め付け工具

出水口

締め付け工具は
作業の完了後、
大切に保管して
下さい。

パッキン

活性炭カートリッジの交換方法

活性炭カートリッジ



＊アダプターはセットに含まれていません。お取り寄せとなります。

形

ビス止金具のネジを外してキャップ

にビス止金具を入れて下さい。

切替コック本体にキャップを１回転

ぐらい回して軽く固定する。

切替コック本体

キャップを回しながら、手で締め付

けて下さい。

手前のネジを締めるときは、切替コ

ック本体を下からパイプに強く押し

あてながらプラスドライバーで締め

付けて下さい。

あらかじめ、2本のネジをパイプの

向こう側にして、パイプがビス止金

具の中央に来る様に、ネジを指で回

します。

K1112 K1112

ミニフィルタから給水ホースを外し
両ナットエルボからミニフィルタを
外します。

給水ホースを外すとホース内の水がでま

すので作業は流し台で行ってください。

ミニカートリッジの交換方法

交換セット内容

キャップ

ミニカートリッジ

給
水
口

給水ホース

ミニフィルタ

両ナットエルボ

ミニフィルタの中央を回して分解し
ます。

使用済みカートリッジを取り出して
新しい交換用のカートリッジを差し
込み、ミニフィルタ上下を回して閉
めます。

ミニフィルタ (下)

ミニフィルタ (上)

キャップ

カートリッジを逆にセットすると
浄水されません。

パッキン

※カートリッジはキャップを上にして差し込
　みます。

パッキン

パッキン

給水口

出水口

出水管

給
水
口

給水ホース

ミニフィルタ

両ナットエルボ

パッキン

パッキン

給水口

両ナットエルボにミニフィルタ
を接続し、給水ホースを接続し
て下さい。

（４）

ミニフィルタを給水ホースから外さずに

行うと、給水ホース内のチューブがよじ

れて水が出なくなります。

１２

別売品



取

固定リング

給水口

K1112 K1112

両ナットエルボ

ミニフィルタ

1

1

異常水圧になると、切替コック
安全弁から水が出る事がありま
すが、故障ではありません。

活水器

１１

※9～10ページ１～５の手順で
　組付けて下さい。

◆両ナットエルボをベース(架台)の　 　　に取り付けます。

◆ミニフィルタを両ナットエルボに　　　 に取り付けます。INを上

給水ホースをミニフィルタの　 に取り付けます。IN

IN、給水、出水口を
逆に接続すると浄水
されません。



ａ：本体を逆さにしてから、蛇口に

　  取り付けた切替コックのレバー

　  を活水（1１ページ切替図参照）

　  にして、蛇口を少し開けます。

b：本体の底のエア抜きのボタンを

　  押してエアを抜きます。

ｃ：エア抜きのボタンから水がでてき

     たらボタンから手をはなします。

ｄ：蛇口を閉めて、本体をたてます。

本体をたててから蛇口を全
開にして約２分間捨て水を
して下さい。

給水ホースは手で水がもれないようにしっかり

と締めて下さい。

締めすぎ注意

蛇口を開けすぎるとエアが

抜けた後、水が吹き出しま

すので、ご注意下さい。

K1112 K1112

給
水
口

本体にミニフィルタを接続
します。

ａ：両ナットエルボを本体の給水口

　  に接続します。

　  ※ゴムパッキンを必ずセットし、

　　  手でしっかりと締めて下さい。

ｂ：ミニフィルタの IＮを上にして

　  両ナットエルボに接続します。

　  ※ゴムパッキンを必ずセットし、

　　  手でしっかりと締めて下さい。
両ナットエルボ

ミニフィルタ
本体

逆に接続するとフィルタ
が破損します。

給
水
口

ミニフィルタのＩN に給水
ホースを接続し、出水口に
出水管を接続して下さい。

５

手で締めても両ナットエルボが倒れる場合は、スパナ

などの工具で、両ナットエルボが倒れない程度まで締

めて下さい。

締めすぎ注意

１０

逆に接続すると浄水され
ません。
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